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高温超伝導体 Bi2Sr2Ca1Cu2O8+δ(Bi2212)はジョセフソン接合が原子レベルで積層した結晶構造を

しており、各接合で生じる交流ジョセフソン電流をメサ状構造による共振効果によって位相同期

させることで、単色で連続なテラヘルツ波を得ることができる[1]。この光源の実用化に向けて発

振の高強度化が強く望まれる。これまで、Bi2212基盤上に３つのメサ状構造を並列配置した素子

から 0.61 mW(@0.51 THz)の放射が報告されているが[2]、メサ間の位相同期を実現するのは簡単で

はなく、この発表以降これを超える報告はない。我々はメサ間の位相同期に適した構造を模索し

ながら、発振の高強度化を目指している。高熱伝導性基板表面にプリントしたパッチ型共振器を

メサ部に直接接合することで、メサ部に生じる交流ジョセフソン電流の周波数を外部制御できる

[3]。我々はこのような外部構造体が位相同期の促進にも利用できると考え、素子の研究開発を行

っている[4]。この構造は放熱性にも優れアレイ化に伴うヒーティングの問題も解決できる。 

本研究では、メサ間の結合を強める目的でメサ間の距離を縮めたメサアレイを作製し研究を行

っているので、現状を報告する。図 1に、70 μm×400 μmのメサを 10 μm間隔で 6つ並べた素子

の、65 Kでの電流電圧特性と発振特性を示す。素子の真上方向 0.02 sr.の立体角で検出したパワー

は最高点で 2 μWに相当するが、指向性が良いた

め積分強度は高くない。出力の最高点での周波数

は Bi2212内での 1/2 波長＝80 μmに対応し、メサ

アレイの周期に等しく隣接するメサのエッジで

の共振が示唆される[5]。詳細は当日報告する。 
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